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尾道市立栗原中学校

改善計画

7月 1月

学力の向上
意欲を持ち，学習
に主体的に取り組
む生徒を育てる。

○「個別最適な学び」を意識
した授業改善を学校全体で進
める。
　　↓
　組織的な取組の推進
　　↓
　教職員研修の実施
　教職員の授業改善の推進
　学力テストの分析
　　↓
　生徒の学習意欲の向上
　基礎学力の定着

①「授業改善は進ん
でいる」と答える教
員の割合
９０％

②「授業で自分の考
えを深めたり，拡げ
たりしている」と答
える生徒の割合
８０％

③各種テストで全国
平均を上回る

①
90％以上

②
80％以上

③
100％

①
90.5％

②
90.5％

③
33.3％

①
77.3％

②
86.6％

③
33.3％

①
85.9％

②
108.3％

③
33.3％

C

生徒アンケートからは，「意欲的，積極的に授業に取り
組んでいる」生徒の割合が89.2％と，昨年度よりも向上
した。しかし，学力調査等からは，全国平均を大きく下
回っており，授業改善による学力の定着が大きな課題で
ある。
①「授業改善は進んでいる」と肯定的に回答した教員の
割合は77.3%で7月よりも低下している。これは，県の
指定である「個別最適な学び」についてさらに授業改善
する必要があると深く考えるあまり，自己評価が厳しく
なったものと捉えている。実際には，ICTを活用したり
協働的な学びを取り入れたりと工夫しながら授業改善に
臨んでいる。
②教師主導の授業展開の脱却を図り，対話を重視した授
業展開への工夫が多く見られるようになった。今後も継
続して生徒の主体的な学びを追求していきたい。
③１・２年生は標準学力調査，３年生は全国学力・学習
状況調査で見取ると，全国平均以上は１年生の国語と２
年生の国語のみであった。特に，３年生の学力につい
て，国語は－9.1ｐ，数学は－５ｐと大幅に下回ってい
る。１月に改めて標準学力調査を実施し，結果を丁寧に
分析して来年度につなげていく。

○

・「個別最適な学び」が実際にどのよう
に実践されているのかが示されると良
い。
・次年度への改善案に，分析から導出さ
れた課題を踏まえた改善策が明示される
ことを期待する。
・②にある「対話を重視した授業展開」
を高く評価する。学力向上は知識の詰込
みだけでは達成できないと思う。生徒自
身に「意味づけ・意識づけ」を意識した
コミュニケーションを図ることで，主体
的になり，さらに学力向上につながると
思う。
・全般的に目標値の基準つくり，ベンチ
マークに苦慮されている様子がうかがえ
る。定量的に効果の確認を行うことが困
難な項目もあるとは思うが，引き続き，
結果の分析につながるような数値化に取
り組んでください。
・先生方の創意工夫と努力により，生徒
の主体的な学びが進んでいると思う。学
力調査の状況は短期で改善しにくいと思
われるので，引き続き取組を継続してい
ただきたい。

①「個別最適な学び」の実現に向け
て，今年度の成果と課題を踏まえ，
「学びのスタンダード」として冊子
にし，来年度の組織的な取組につな
げていく。特に，授業のユニバーサ
ル化を目指した授業モデルを確立さ
せ，統一感ある授業展開を図る。

②協働的な学びを目指し，小集団活
動を毎時間取り入れる。その中で，
「ラーンユニット」の考え方を生か
し，アウトプットの時間を意図的に
設定していく。

③各種調査の分析を全職員で行い，
生徒実態に応じた授業展開を図るた
めの一人一研究授業を継続させる。
また，帯タイムでｅライブラリを実
施したり宿題で行ったりと，ＩＣＴ
のさらなる活用を図る。また，４月
と１月に５教科で学力調査を実施
し，その成果を授業改善の指標とす
る。

豊かな心の
育成

夢や志を明確にも
ち，周りから応援
される生徒，仲間
を大切にし人の痛
みがわかる生徒を
育てる。

○生徒の自治を意識した主体
的な教育活動を推進する。
　　↓
　行事の実行委員会や生徒会
　委員会の活動の充実
　　↓
　生徒が考える場や表現する
　場の設定
　　↓
　縦割り活動の実施
　委員会での呼びかけ
　　↓
　自己肯定感の向上
　仲間意識　意欲の向上

①「将来の夢や目標
を持っている」と答
える生徒の割合
80％

②「自己表現力の育
成」を意識して取り
組んでいる教職員の
割合　９０％

③各行事における生
徒の肯定的評価の割
合　８０％

①
80％以上

②
90％以上

③
80％以上

①
77.3％

②
90.5％

③
97.6％

①
72.8％

②
95.5％

③
96.9％

①
91.0％

②
106.1％

③
121.1％

Ａ

生徒は，生徒会執行部を中心に各行事に主体的に取り組
むことができた。また，仲間を思い遣る言動が多く見ら
れるようになってきた。しかし，生徒会スローガンを明
確に掲げ，これだけ目標を高くもって取り組んでいるの
にもかかわらず，生徒の自己肯定感が低いことは大きな
課題である。
①「将来の夢や目標をもっている」と答えた生徒の割合
が72.8％にとどまった。保護者アンケート「お子さまは
将来の夢や目標をもっている」の肯定的回答が59.1％で
あり，家庭を巻き込んだ取組が必要である。
②自己表現力について，教職員の肯定的回答は95.5％で
あり，１５歳で身に付けさせたい力を意識した取組がで
きているが，生徒の肯定的回答は76.9％，保護者の肯定
的回答は50.5％と低い。生徒にしっかりと発言・発表の
場を与え，自信をもたせる取組を継続させるとともに，
保護者や地域に子供の頑張りや成長をしっかりと発信し
ていく必要がある。
③文化祭の振り返りにおいて，生徒の肯定的評価は
96.9％と高く，満足していたことがわかる。ただし，
「自分にはいいところがある」と捉えている生徒が
75.4％と低く，教職員の100％，保護者の99.0％と乖
離している。今後，行事や学期毎の振り返りにおいて，
教員ができたことをしっかりと価値付けするなど生徒の
自覚にまで高めていく必要がある。

○

・生徒たちが「将来の夢や目標」を築い
ていけるように，どのような実践をされ
ているのかが示されると良い。
・生徒たちが，自らの成長をメタ認知で
きるような仕組み（例えばポートフォリ
オの導入）が工夫されると良い。
・生徒自身の主体性を伸ばす取組は高く
評価する。前述のとおり活動の意義を理
解させるための「意味づけ・意識づ
け」，結果に対するフィードバックを行
うことで，前向きで積極的な人材育成に
つながると思う。
・夢や目標をしっかりともつべきか，ま
だ定まっていなくてもいいのか，という
考え方もある。多様性の時代でもあるの
で，今の時期は将来のたくさんの選択肢
を見聞きし学ぶ時期，と考える姿勢も必
要かと思う。

①②まずは，「総合的な学習の時
間」における各学年の核を構築し，
系統性をもたせることでキャリア教
育の充実を図る。その上で，「将来
の夢や目標」に係るアンケートを実
施する際には，細分化して問う，各
行事ごとに行うなどの工夫を行い，
生徒が回答しやすいように工夫す
る。さらには，振り返り活動を充実
させ，各授業や各行事の自己評価を
ポートフォリオ形式で積み重ねてい
く。

③生徒会活動を中心に据え，生徒の
自主的な活動を促し，様々な場面で
肯定的な評価を行うことで，生徒の
自己肯定感の育成を図る。また，校
内掲示を工夫し視覚的な支援・評価
を充実させていく。

魅力的な学
校づくりの
推進

組織的で自律した
教職員の育成，地
域や保護者から信
頼される学校づく
りを行う。

○「働き方改革」による組織
的な運営と人材育成を行う。
　↓
　組織的で効率的な業務推進
　↓
　子供と向き合う時間の確保
　協働する職場の環境づくり

○学校の取組の積極的な地域
や保護者への発信
　↓
　学校だよりの作成
　HPによる地域発信
　地域や外部人材の活用

①「生徒と向き合う
時間が確保されてい
る」と感じる教師の
割合８０％

②「タイムマネジメ
ント，効率的な仕事
の進捗に努力してい
る。」と答える教師
の割合　８０％

③「栗原中学校に通
わせてよかったと思
う。」保護者の割合
７５％

①
80％以上

②
80％以上

③
75％以上

①
52.4％

②
90.5％

③
83.2％

①
77.3％

②
86.4％

③
81.3％

①
96.6％

②
108.0％

③
108.4％

A

教職員アンケート「栗原中で働いて良かったと思う」教
職員が100％であった。生徒指導事案が多い中でも，同
僚性を大切にし相互に支え合うことができる雰囲気があ
ることは本校の大きな強みである。
①多くの教師は，生徒指導や教材研究等，丁寧に生徒に
寄り添い，生徒と向き合うことができているが，「生徒
と向き合う時間が確保されている」と捉えている割合が
低い。教師の頑張りや取組の成果をしっかりと意義付け
し共有する必要がある。
②多くの職員は，働き方改革を意識し，時間外勤務の削
減に努めているが，依然として時間外勤務が80時間を越
える教師が複数いる。各主任・主事が中心となり，スケ
ジュールを可視化しながら，継続して全体で取り組んで
いく。
③生徒は非常に主体的に取り組むことができ，全体的に
は落ち着いていると捉えている。学校だより（30号発
行）やHPの更新等を行い随時情報発信することができ
ている。「栗原中に通わせてよかった」と捉えている保
護者の割合が80％を越えている。しかし，１学期末から
２学期はじめにかけて生起した一部の生徒による授業徘
徊や地域での迷惑行為等により，依然として「栗原中学
校は落ち着いていない」と不安を抱かせてしまっている
ことは大きな課題である。

○

・教職員アンケートで，100％の項目が
あり，その他の項目も前回より向上して
おり，改善の成果が明確に出ている。
・生徒たちの中に地域の形成者としての
意識が芽生え育つことを目指した教育内
容を期待したい。
・保護者には，学校の出来事の様子を伝
えるだけでなく，生徒の成長を心に響く
ように伝え，また学校の教育理念や指導
の方策を共有してもらえるよう尽力して
いただきたい。
・教職員の業務のDX化がここ数年で大
きく進んだように思う。省力・省人・自
動化を更に進める為に，AIツールを活用
をし，本来の生徒を育てる業務に時間が
さけるようになっていただきたい。
・自分自身を振り返ってみると，仕事の
やりがいについて確たるものがあるよう
でないような気がしている。また，それ
は同じ職場にいても少しずつ違っていて
当然かもしれない。その部分が，全員の
教職員の方々が満足しておられるのは素
晴らしいことだと思う。

①継続して「生徒と向き合う時間が
確保されている」と感じる教師の割
合が１００％となるような取組を
行っていく。何よりも，日々の取組
の意義づけ・価値付けを行い，教職
員自身が充実感をもって取組を推進
していくようにする。

②主任・主事会を定例化し，行事の
精選を行うとともに，取組に優先順
位をつけて，効率よく業務を遂行で
きるようにする。また，組織的に共
通認識をもって取組を行えるようス
ケジュール感をもたせるために，タ
ブレットでの共有や職員室掲示を行
い，計画表等の視覚化を図る。

③今年度の肯定的でない回答を分析
し，学校全体で改善策を講じる。学
校だよりやＨＰのみならず，できる
だけ来校してもらい，直接見てもら
う機会を多く設定していく。
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自己評価 学校関係者評価評価計画

g
達成
値

一生懸命がすばらしい　～夢と志を抱き，仲間とともに，主体的に生きる子どもの育成～

ハ

i
評
価

f
目
標
値

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成

ロ
b 中期経営目標 g

達成
値

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でな
い。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h
達
成
度

イ
j 結果と課題の説明e 評価指標 m 改善案l コメント

a 　ビジョン

●周りから応援される生徒，他校から目標とされる学校
・夢や志を抱き，自己肯定感を持って仲間と力を合わせて主体的に学ぶ生徒
・生徒の夢の実現を後押しできる専門性と人間性を兼ね備えた教職員
・挨拶・歓声・歌声が響き渡り，生徒・保護者・地域が自慢でき誇りたくなる学校

a 　ミッション ●主体性と規範意識を身に付け，心を育てる小中連携教育の推進

c 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

様式1


